
会
津
若
松
、
喜
多
方
こ1

同
志
社
水
脈
を
探
る

一
丁イ

一
"

本
井
康
博

文
と
写
真

(
大
学
神
学
部
教
授
)

会
津
若
松
市

鶴
ケ
城

新
島
襄
は
度
会
津
を
訪
ね
て
い
る

1

8
8
2
年
と
1
8
8
6
年
で
あ
る
会
津
は
、

義
兄
の
山
本
覚
馬
と
妻
八
重
の
生
地
で
あ
る

最
初
の
訪
問
に
は
、
八
重
が
同
行
し
た
戊

辰
戦
争
か
ら
、
叫
年
後
で
あ
る
。
八
重
は
、
銃

を
手
に
西
軍
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
た
籠
城
時
の

有
様
を
生
々
し
く
夫
に
語
っ
た
に
相
違
な
い
。

か
ん
ざ
し

城
を
明
け
渡
す
前
の
晩
彼
女
は
城
壁
に
箸
で

歌
を
首
掘
り
込
ん
だ

く

明
日
の
夜
は
何
国
の
誰
か
眺
む
ら
ん

馴
れ
し
お
城
に
残
す
月
影

方
、
新
島
は
、
後
年
、
こ
う
記
す
。
「
孤

城
ヲ
周
シ
、
又
生
キ
残
り
タ
ル
人
々
ニ
モ
面

会
シ
、
当
時
ノ
有
様
ヲ
聞
キ
」
、
彼
ら
の
「
勇

気
ニ
ハ
大
二
感
服
致
」
し
、
以
来
会
津
人
に

非
常
ノ
シ
ン
パ
セ
ー
」
を
抱
く
に
至
っ
た
、
と

、、ゞ§ゞ、＼達>
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遠
藤
敬
止
頌
徳
碑

鶴
ケ
城
北
出
丸

1
9
7
1
年
の
建
設
。
遠
藤
敬
止
は
会
津
出

身
で
、
仙
台
第
七
十
七
銀
行
頭
取
 
1
8
9
0

年
、
鶴
ケ
城
競
売
の
際
、
私
財
を
投
じ
て
購
入

し
、
旧
藩
主
に
捧
げ
た
。
城
を
救
っ
た
彼
を
顕

彰
す
る
の
が
こ
の
碑
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

「
美
談
」
も
、
近
年
は
異
説
が
出
る

遠
藤
は
、
仙
台
の
同
志
社
分
校
宮
城
英
学

校
。
後
に
東
華
学
校
)
設
立
の
た
め
に
1
万
円

の
寄
付
を
し
て
、
新
島
を
感
激
さ
せ
て
も
い
る

ま
た
、
戊
辰
戦
争
中
、
奇
し
く
も
八
重
か
ら
傷

の
手
当
て
を
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る

時
尾
は
八
重
と
共
に
籠
城
し
た
女
性
の
ひ
と

り
出
撃
の
た
め
脇
差
で
髪
を
切
ろ
う
と
奮
闘、

、

す
る
も
、
結
局
、
二
局
木
盛
之
輔
の
姉
、
と
き

、を
さ
ん
に
切
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
、
と
八
重

は
当
時
を
回
廠
す
る
。

斎
藤
一
(
維
新
後
は
藤
田
五
郎
)
は
、
明
石

藩
出
身
の
新
選
組
三
番
隊
長
。
戊
辰
戦
争
に
身

ひ
じ
か
む

を
投
じ
て
、
副
長
の
士
方
歳
三
と
会
津
入
り
を

し
た
後
に
東
京
に
出
て
、
会
津
藩
士
、
高
木

小
十
郎
の
娘
時
尾
と
結
婚
し
、
会
津
人
と
な

つ
た

斉
藤
一

宇
田
成
が
・
佰
泊
し
た
こ
と
で
有
名
が
、
実

は
新
島
も
、
で
あ
る

宇
田
は
、
会
津
六
郡
連
合
会
議
長
で
、
会
津

自
由
民
権
運
動
史
上
、
著
名
な
「
清
水
屋
事
件
」

(
福
島
事
件
)
で
名
を
知
ら
れ
る
。
三
島
通
庸

さ
ん
ば
う

県
令
が
推
し
進
め
る
「
会
津
三
方
道
路
」
開
削

に
反
対
し
た
宇
田
は
、
こ
こ
で
暴
漢
に
製
わ
れ

た
 
1
8
8
2
年
8
月
Π
日
の
こ
と
で
あ
る

時
尾
の
墓

会
津
若
松
市
七
日
町
・
阿
弥
陀
寺

一
"

遭
言
ト
、
吏
古
り

曼

清
水
屋
旅
館
跡

会
津
若
松
市
七
日
町

会
津
を
代
表
す
る
老
舗
旅
館
跡
。
吉
田
松
陰

(
1
8
5
2
年
)
、
士
方
歳
三
(
1
8
6
8
年
)
、

無
門
山
荘
跡
碑
喜
多
方
市
関
柴
町
小
松

宇
田
成
の
生
家
跡
で
あ
る
。
新
島
は
米
沢

か
ら
会
津
若
松
に
戻
る
遭
中
、
同
行
の
横
井
時

雄
を
先
に
若
松
に
行
か
せ
、
自
分
は
わ
ざ
わ
ざ1



「
途
ヲ
杠
テ
」
喜
多
方
に
足
を
運
ん
だ
宇
田

を
自
宅
に
訪
ね
詳
し
く
「
負
傷
ノ
始
末
ヲ
尋
」

ね
る
た
め
で
あ
っ
た
民
権
運
動
へ
の
思
い
入

れ
は
相
当
に
深
い

そ
れ
に
し
て
も
、
新
島
の
行
動
は
、
素
早
い

事
件
か
ら
わ
ず
か
1
週
問
後
の
こ
と
な
の
で
あ

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
詳
細
は
、
喜
多
方
で
記
し

た
「
遊
奥
記
事
」
(
日
記
)
に
詳
し
い
。
同
書

「
喜
多
方
物
産
並
概
況
」
も
記
述
す
る
。

は み
し

ネ
げ

丁

添
川
廉
斎
の
墓

れ
ん
さ
い

喜
多
方
市
・
{
女
勝
寺

喜
多
方
は
、
新
島
の
師
、
添
川
廉
斎
の
出
身

か
つ
ぁ
、
、
ら

地
添
川
は
、
安
中
藩
主
、
板
倉
勝
明
に
抱

え
ら
れ
た
漢
学
者
で
、
江
戸
の
安
中
藩
邸
(
中

屋
敷
)
で
亡
く
な
っ
た
入
谷
の
正
覚
寺
に
葬

ら
れ
た
が
、
喜
多
方
に
も
墓
が
あ
る

ち
な
み
に
、
二
度
目
(
1
8
8
6
年
)
の
会

津
訪
問
の
際
、
新
島
は
喜
多
方
で
説
教
集
会
を

開
い
た
。
土
地
の
名
士
、
安
瀬
敬
蔵
(
兀
郡
長
)

や
中
村
虹
蔵
も
力
を
貸
し
て
く
れ
た

、

川
と
家
老
の
尾
崎
直
記
の
好
意
を
得
る
こ
と
だ

け
で
あ
つ
た

と
こ
ろ
が
、
両
人
は
1
8
5
8
年
の
6
月
、t

7
月
と
、
あ
い
次
い
で
死
去
し
た
新
島
は
范

然
自
失
と
な
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
添
川

の
後
任
に
、
川
田
剛
が
就
い
た
川
田
は
、
漢

学
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
快
風
丸
を
新
島
に
斡

旋
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

な
お
の

山
本
覚
馬
・
八
重
生
誕
の
地
碑

よ
ね
だ
い

会
津
若
松
市
米
代

覚
馬
と
八
重
は
、
こ
こ
で
山
本
権
八
・
佐
久

の
子
と
し
て
誕
生
。
記
念
碑
は
、
 
1
9
8
9
年

に
宮
崎
家
前
に
同
志
社
が
建
立
し
た
。
八
重
の

和
歌
、
「
明
日
の
夜
は
」
を
刻
む
。
城
や
藩
校

添
川
廉
斎
顕
彰
碑
喜
多
方
市
・
諏
訪
神
社

1
9
3
5
年
、
建
立
。
新
島
小
ノ
年
は
、
学
問

か
つ
ま
さ

に
無
理
解
な
藩
主
、
板
倉
勝
殷
に
肝
易
し
て
い

た
勉
学
を
続
け
る
「
唯
一
の
希
望
」
は
、
添



に
隣
接
す
る
こ
の
地
で
、
兄
妹
は
会
津
魂
を
豊

か
に
育
ん
だ
は
ず
で
あ
る

本
覺
鳥
新
島
八
生
誕
の

、

日
新
館
天
文
台
跡

会
津
若
松
市
米
代

覚
馬
が
教
授
を
務
め
た
藩
校
・
日
新
館
は
、

彼
の
生
家
に
近
い
今
は
天
文
台
跡
が
残
る
ぱ

か
り
で
あ
る

八
重
の
最
初
の
夫
、
川
崎
尚
之
助
も
洋
学
者

で
、
覚
馬
に
招
か
れ
て
会
津
入
り
し
、
山
本
家

に
寄
宿
し
た
戊
辰
戦
争
後
は
、
出
身
藩

い
ず
し

1

佃
馬
出
石
藩
)
が
違
う
た
め
、
藩
内
居
住
を

許
さ
れ
ず
、
八
重
と
蹴
婚
し
た

日
新
館

、
゛

「
小
銃
習
い
に
ょ
く
き
た
物
置
か
ら
ゲ
ー
ベ

ル
銃
を
出
し
て
教
え
ま
し
た
」
。

館
内
に
は
、
八
重
の
出
陣
装
束
の
想
像
図
も

あ
る
。
弟
(
三
郎
)
の
形
見
の
装
束
に
身
を
固

め
、
自
ら
「
三
郎
」
と
名
乗
っ
た
。
男
勝
り
の

活
躍
で
、
夜
襲
を
も
試
み
た
。

山
本
権
八
の
墓

せ
き

会
津
若
松
市
一
ノ
堰
・
光
明
寺

権
八
(
旧
姓
は
、
、
氷
倉
繁
之
助
)
は
覚
馬

八
重
の
父
。
八
重
の
弟
、
郎
は
鳥
羽
伏
見
の

戦
い
で
受
け
た
怪
我
が
死
因
と
な
っ
た
続
い

て
父
が
、
一
の
堰
(
鶴
ケ
城
南
方
6
キ
巳
の

戦
い
で
戦
死
し
た
。
降
伏
の
翌
年
、
よ
う
や
く

「
賊
軍
」
戦
死
者
の
埋
葬
許
可
が
降
り
た

会
津
若
松
市
河
東
町

か
わ
ひ
が
ま

か
つ
て
の
藩
校
を
忠
実
に
復
兀
し
た
施
設
。

・
叉
.

八
重
が
砲
術
を
指
導
し
た
内
虎
隊
隊
員
、
伊
東

悌
次
郎
の
紹
介
が
あ
る
伊
東
家
と
山
本
家
は
、

隣
接
す
る
八
重
の
'
園
で
は
、
「
悌
次
郎
は

1

^
^、^^写.
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山
本
家
の
墓

会
津
若
松
市
・
大
龍
寺

左
端
の
墓
は
、
八
重
が
1
9
3
1
年
に
建
て

た
権
八
と
三
郎
の
墓
新
島
の
第
回
会
津
訪

問
は
、
こ
の
権
八
の
墓
を
建
て
る
た
め
に
会
津

入
り
し
た
八
重
の
付
き
添
い
、
と
の
推
測
も
あ

る
。
周
辺
の
6
基
は
、
山
本
家
の
人
た
ち
の
蔓

ち
な
み
に
、
こ
の
大
龍
寺
は
奇
し
く
も
松
平
{
谷

は
ろ大

の
生
誕
地
と
い
う
。

新
島
八
重
の
書

松
平
家
廟
所
。
容
保
は
、
会
津
藩
最
後
の
藩

主
で
あ
り
、
白
虎
隊
、
新
選
組
ゆ
か
り
の
人
物

八
重
は
最
期
ま
で
旧
藩
主
へ
の
忠
誠
心
を
失
わ

な
か
つ
た
。

歴
代
藩
主
が
眠
る
廟
所
が
あ
る
東
山
は
、
洛

東
・
若
王
子
山
の
同
志
社
墓
地
を
仂
佛
さ
せ

る
八
重
が
、
東
山
か
ら
今
も
同
志
社
を
遠
望

し
て
い
る
よ
う
に
、
旧
藩
主
も
、
城
下
を
感
慨

深
く
眺
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

松
平
容
保
像

け
い
ぎ
ん

会
津
若
松
市
慶
山
・
愛
宕
神
社

「
い
に
し
え
夢
街
道
」
か
ら
百
段
ぱ
か
り
石

.

松
平
容
保
の
墓

か
た
も
り

会
津
若
松
市
・
一
癸
高
等
学
校

4
点
が
所
蔵
さ
れ
る
そ
の
う
ち
、
 
1
点

(
肪
歳
)
は
、
額
装
さ
れ
て
、
校
長
室
の
隣
の

会
議
室
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
山
本
家
の
墓
の

整
理
の
た
め
に
、
八
重
が
最
後
に
会
津
を
訪
れ

た
1
9
3
1
年
の
時
の
揮
毫
か
。

他
の
3
点
は
、
財
歳
の
折
の
作
品
県
立
会

津
高
等
女
学
校
露
の
前
身
校
)
の
関
係
者
が
、

京
都
で
八
重
に
揮
毫
依
頼
し
た
も
の
か

会
津
若
松
市
東
山
町

松
得

客

万

.

.

倉尾 1天イ之.、



段
を
上
っ
た
本
堂
脇
に
立
つ
近
藤
勇
の
墓

て
ん
わ
い

(
天
寧
寺
)
に
も
近
い
容
保
は
示
都
{
蔽
職

み
ぷ

の
折
、
壬
生
浪
士
隊
を
新
選
組
(
会
津
藩
預
か

り
)
と
し
て
「
公
認
」
し
た
ば
か
り
か
、
近
藤

の
墓
(
全
国
で
は
他
に
3
力
所
)
の
建
設
許
可

を
士
方
歳
三
に
与
え
た
。
戒
名
は
容
保
の
書
と

仏
承
さ
れ
て
い
る

一

」
イ

騎
兵
大
尉
、
貴
族
院
議
員
、
男
雷

松
平
容
大
の
墓

会
津
若
松
市
東
山
町

(
'
み

第
九
代
藩
主
、
容
保
の
長
男
で
斗
南
藩
主

容
大
は
、
東
示
の
攻
玉
社
(
現
攻
玉
社
学
園
)

か
ら
、
覚
馬
を
頼
っ
て
同
志
礼
に
入
学
し
た
。

か
わ
こ

在
学
中
は
、
会
津
出
身
の
上
級
生
、
兼
子
常
五

郎
が
後
見
人
と
な
っ
た

゛
)カ

、
ま
も
な
く
学
習
院
に
転
じ
た
。
の
ち
、

力
大
は
る

松
平
家
之
墓

会
津
若
松
教
会

会
津
若
松
市
宮
町

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
の
同
志
社
系
教
会
戸

真
は
、
会
堂
と
白
河
出
身
の
山
下
智
子
牧
師
。

歴
代
牧
師
の
中
で
は
、
会
津
出
身
の
兼
子
重

光
(
常
五
郎
)
の
在
任
が
突
出
す
る
。
自
由
民

権
家
の
彼
は
、
「
福
島
事
件
」
で
追
わ
れ
、
覚

馬
を
頼
っ
て
同
志
社
に
逃
げ
込
ん
だ
。
在
学
中
、

壮
士
か
ら
仏
道
者
に
変
身
。
後
半
生
は
即
数
年

に
わ
た
っ
て
郷
里
伝
道
に
挺
身
し
た
。

な
お
、
正
規
の
教
会
成
立
以
前
、
新
島
は
こ

の
地
で
口
名
に
洗
礼
を
授
け
た
り
、
一
の
町
の

お

講
義
所
(
伝
道
所
)
で
の
説
教
集
会
に
長
田
時

行
と
出
演
し
、
二
百
数
十
名
の
会
衆
を
集
め
た

工

ゞ

゛

、
長
種
導
亘
"
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